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永続メモリモジュール
Cisco IMCおよび Cisco UCS Manager Release 4.0 (4)では、第二世代インテル® Xeon® Scalableプ
ロセッサに基づくUCSM5サーバ上の Intel®Optane™データセンター永続メモリモジュールの
サポートが導入されています。Intel®Optane™DC永続メモリモジュールは、第二世代インテル
® Xeon® Scalableプロセッサでのみ使用できます。

このリリースでは、Cisco IMCおよび Cisco UCS Managerを使用して Intel® Optane™ DC永続メ
モリモジュールを設定する機能が提供されています。永続メモリモジュールは、メモリの低

遅延とストレージの永続化を実現する不揮発性メモリモジュールです。永続メモリモジュー

ルを使用すると、データへのアクセスが高速化され、モードに基づいて電源の再投入後もデー

タが保持されます。

永続メモリモジュールの装着に関するガイドライン
サーバパフォーマンスを最大限に引き出すには、永続メモリモジュールの取り付けと交換を

行う前に、メモリパフォーマンスに関するガイドラインと装着規則を熟知している必要があり

ます。

装着に関するガイドラインは、CPUソケットの数に基づいて次のように分類できます。

永続メモリの概要

1



• UCS C220 M5、C240 M5、および B200 M5サーバのデュアル CPU

• UCS C480 M5および B480 M5サーバのクアッド CPU

• UCS S3260 M5サーバのデュアル CPU

Cisco UCS管理モードおよびホスト管理モード
永続メモリモジュール設定は、 UCS管理モード (Cisco IMCまたは UCS Manager)またはホス
ト管理モードを使用して管理できます。UCS管理モードでは、CiscoUCSManagerまたはCISCO
IMCを使用して永続メモリモジュールを設定および管理できます。ホスト管理モードでは、
ホストツールを使用して永続メモリモジュールを設定および管理できます。UCS管理を使用
している場合は、CiscoUCS管理インターフェイスまたはホストツールを使用して設定タスク
を実行できます。

Ciscoでは、すべてのセキュリティ操作と領域管理に Cisco UCS管理インターフェイスを使用
することを推奨します。また、必要に応じて、名前スペース設定に対してのみホストツールを

使用することを推奨します。

目標（Goal）
CPUソケットに接続された永続メモリモジュールを使用する方法を設定するために、目標が
使用されます。[Memory Mode (メモリモード)]、[App Direct Mode]、または [Mixed Mode(混
合モード)]で使用する永続メモリモジュールを設定できます。永続メモリモジュールが100%
メモリモードとして設定されている場合は、完全に揮発性メモリとして使用できます。逆に、

0%メモリモードとして設定されている場合は、App Direct Modeになり、永続メモリとして
完全に使用できます。永続メモリモジュールを x%メモリモードとして設定すると、 x%がメ
モリとして使用され、残りが永続メモリとして使用されます。たとえば、 20%メモリモード
と設定すると、永続メモリモジュールの 20%がメモリとして使用され、残りの 80%が永続メ
モリとして使用されます。このモードは [Mixed Mode (混合モード)]と呼ばれます。

混合モードでは、割合が使用可能な実際のメモリに直線的に変換されないことがあります。実

際に取得したメモリサイズは、指定された割合に正確に対応していない可能性があります。ま

た、割合が変更された場合、取得した結果のメモリが同じ比率で変化することはありません。

メモリモードでは、DDR4メモリは永続メモリモジュールへのキャッシュレイヤとして使用
されます。したがって、OSには表示されません。たとえば、メモリモードと 256 GbDDR4に
1.5 Tbの永続メモリがある場合でも、OS/ハイパーバイザにはメモリの合計が 1.5 Tbとしか表
示されません。

（注）

完全に永続メモリモードまたは混合モードの場合は、永続メモリタイプを [Appdirect]または
[App Direct Non Interleaved]として設定できます。[App Direct]タイプは、ソケットに接続さ
れているすべてのメモリモジュールを 1つのインターリーブセットに設定し、1つの領域を作
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成します。App Direct Non Interleavedタイプは、メモリモジュールごとに 1つの領域を設定
します。

各ソケットではなく、すべてのソケットに対してサーバレベルでのみ目標を作成できます。目

標が作成され、サーバに適用されると、作成された領域がサーバインベントリに表示されま

す。領域とは、1個以上の名前スペースに分割可能な 1個以上の永続メモリモジュールのグ
ループです。ホストアプリケーションが名前スペースを使用する場合、アプリケーションデー

タはそれらに保存されます。

UCS M5 Sシリーズサーバの場合:

•唯一サポートされている目標設定は、0%メモリモードとAppDirect Non Interleaved永続
メモリタイプです。

Sシリーズサーバの永続メモリモジュールには、100%メモリモードが付属しています。
Sシリーズサーバに永続メモリモジュールを使用するには、次のいずれかを実行します。

•永続的メモリスクラブ (Cisco UCS Manager)を実行するか、永続メモリモジュールを
工場出荷時のデフォルト (Cisco IMC)にリセットします。

• 0%メモリモードで目標を作成します。

•システムでは、メモリモード%と永続メモリタイプのその他の組み合わせの設定は制限
されません。ただし、サポートされていない目標設定は使用できません。

•永続メモリスクラブ (Cisco UCSManager)または永続メモリモジュールを工場出荷時のデ
フォルト (Cisco IMC)にリセットした後、デフォルトの目標は 0%メモリモードと App
Direct Non Interleaved永続メモリタイプです。

（注）

目標の変更は破棄操作です。目標が変更されると、変更された目標設定に基づいて新しい領域

が作成されます。これにより、関連付けられたサーバ上の既存のすべての領域と名前スペース

が削除され、その結果、名前スペースに現在保存されているデータが失われます。

目標の永続メモリタイプを変更する前に、既存の名前スペースを削除します。これは、App
Direct永続メモリタイプで、各名前スペースに DIMM番号を指定していないためです。App
Direct Non Interleaved永続メモリタイプでは、各名前スペースに DIMM番号が指定されてい
ます。

UCSM5BシリーズおよびCシリーズサーバでは、目標を削除すると、関連付けられたサーバ
上で関連するすべての領域と名前スペースを削除し、セキュリティを無効にします。UCS M5
Sシリーズサーバでは、目標を削除すると、関連付けられたサーバ上ですべての名前スペース
を削除し、セキュリティを無効にします。目標を削除することで、永続メモリモジュールをデ

フォルト状態に戻します。永続メモリモジュールのデフォルト状態は、次のとおりです。

• UCS M5 Bシリーズおよび Cシリーズサーバ: 100%メモリモード

• UCS M5 Sシリーズサーバ: 0%メモリモードおよび App Direct Non Interleaved永続メモ
リタイプ
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地域（Region）
領域とは、1個以上の名前スペースに分割可能な 1個以上の永続メモリモジュールのグループ
です。領域は、目標の作成時に選択された永続メモリタイプに基づいて作成されます。

AppDirect永続メモリタイプを使用して目標を作成すると、ソケットに接続されているすべて
のメモリモジュールに対して 1つの領域が作成されます。App Direct Non Interleaved永続メ
モリタイプを使用して目標を作成すると、メモリモジュールごとに 1つの領域が作成されま
す。

名前空間
名前スペースは、領域のパーティションです。App Direct永続メモリタイプを使用する場合
は、ソケットにマッピングされた領域で名前スペースを作成できます。App Direct Non
Interleaved永続メモリタイプを使用する場合は、ソケットの特定のメモリモジュールにマッ
ピングされたリージョンで名前スペースを作成できます。

名前スペースは、 Rawモードまたはブロックモードで作成できます。Rawモードで作成され
た名前スペースは、ホスト OSで rawモードの名前スペースとして表示されます。ブロック
モードで作成された名前スペースは、ホストOSではセクターモードの名前スペースとして認
識されます。

名前スペースの削除は破棄操作であり、名前スペースに保存されたデータは失われます。

セキュリティ
永続メモリモジュールのセキュリティを有効にして、セキュアなパスフレーズを使用してロッ

クすることができます。リリース4.0 (4)では、永続メモリモジュールのセキュアなパスフレー
ズがローカルに保存され、管理されます。

ローカルセキュリティ

永続メモリモジュールのローカルセキュリティを設定できます。これには、サーバに適用さ

れるセキュアなパスフレーズが含まれています。サーバ上のすべての永続メモリモジュール

は、1つのセキュアなパスフレーズで保護されています。セキュアなパスフレーズを設定する
まで、永続メモリモジュールはロックまたは保護されません。

セキュアなパスフレーズには次の制約が含まれます。

•セキュアなパスフレーズの最小の長さは 8文字で、最大の長さは 32文字です。

•使用できる文字は、文字 (A ~Z、a ~ z)、数字 (0～ 9)、特殊文字 (!、@、#、$、%、^、&、
*、-、_、+、=)、またはそれらのすべてを組み合わせたものです。
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展開されたセキュアなパスフレーズは、サーバに現在展開されているパスフレーズです。確認

のため現在展開されているセキュアなパスフレーズを正しく入力した後に、設定されたセキュ

アなパスフレーズを変更できます。また、新しいセキュアなパスフレーズを設定することもで

きます。セキュリティを無効にする前に、すべての永続メモリモジュールのロックが解除され

ていることを確認します。

セキュリティ状態

次の表では、永続メモリモジュールの考えられるセキュリティ状態について説明します。

説明セキュリティ状態

これは、永続メモリモジュールのセキュリティが無効になってい

ることを意味します。

Disabled

これは、永続メモリモジュールのセキュリティが有効になってい

ることを意味します。

イネーブル

これは、永続メモリモジュールに対してセキュリティが有効に

なっており、セキュアなパスフレーズでロックされていることを

意味します。これらのロックを解除するには、セキュアなパスフ

レーズが必要です。

Locked

これは、永続メモリモジュールのセキュリティが有効になってお

り、現在ロック解除されていることを意味します。

Unlocked

つまり、ホスト OSを永続メモリモジュールを設定して使用でき
ますが、これらの永続メモリモジュールのセキュリティを設定す

ることはできません。

凍結

つまり、ホスト OSを永続メモリモジュールを設定して使用し、
これらの永続メモリモジュールのセキュリティを設定します。こ

の状態は、通常ホスト管理モードで表示されます。

凍結されていません

これは、最大再試行回数 (ロック解除試行の最大数)が期限切れに
なっていることを意味します。次にリセットまたは再起動するま

で、永続メモリモジュールのロックを解除することはできなくな

りました。

許可されているロック解除試行の最大回数。

•ホスト管理モード:間違ったロック解除試行 3回

•セキュリティが無効な状態でのUCS管理モード:間違ったロッ
ク解除試行 3回

•セキュリティが有効になっている UCS管理モード:間違った
ロック解除試行 2回

期限切れのカウント

永続メモリの概要
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説明セキュリティ状態

これは、最大再試行回数 (ロック解除試行の最大数)がまだ期限切
れになっていないことを意味します。永続メモリモジュールをセ

キュアなパスフレーズでロック解除することは、引き続き可能で

す。

許可されているロック解除試行の最大回数。

•ホスト管理モード:間違ったロック解除試行 3回

•セキュリティが無効な状態でのUCS管理モード:間違ったロッ
ク解除試行 3回

•セキュリティが有効になっている UCS管理モード:間違った
ロック解除試行 2回

カウントが期限切れになっ

ていません

これらは、永続メモリモジュールごとに表示される可能性のあるセキュリティステータスで

す。

説明Status（ステータス）

セキュリティが無効、セキュアなパスフレーズが設定さ

れていない、ホスト OSにより永続メモリモジュールを
設定および使用可能だが、これらの永続メモリモジュー

ルのセキュリティを設定できない、再試行カウントが期

限切れではない

無効、ロック解除、凍結、カウン

トが期限切れになっていません

セキュリティが無効、セキュアなパスフレーズが設定さ

れていない、ホスト OSにより永続メモリモジュールを
設定可能、再試行カウントが期限切れではない

無効、ロック解除、凍結、カウン

トが期限切れになっていません

セキュリティが有効、永続メモリモジュールのがロック

解除されている、ホスト OSにより永続メモリモジュー
ルを設定および使用可能だが、これらの永続メモリモ

ジュールのセキュリティを設定できない、再試行カウン

トが期限切れではない

有効、ロック解除、凍結、カウン

トが期限切れになっていません

セキュリティが有効、セキュアなパスフレーズを使用し

て永続メモリモジュールのがロックされている、ホスト

OSで永続メモリモジュールのセキュリティを設定可能、
再試行カウントが期限切れになっていない

有効、ロック済み、凍結されてい

ません、カウントが期限切れになっ

ていません

セキュリティが有効、セキュアなパスフレーズを使用し

て永続メモリモジュールのがロックされている、ホスト

OSで永続メモリモジュールのセキュリティを設定可能、
再試行カウントが期限切れになっている

有効、ロック済み、凍結されてい

ません。カウントが期限切れにな

りました

ホストの電源がオフになります。不明
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これらは、各サーバごとに表示される全体的なセキュリティ状態です。

説明全体的なセキュリティ状態

永続メモリモジュールは UCS管理モードであり、すべ
ての永続メモリモジュールでセキュリティが無効になっ

ています。

無効:凍結されました

永続メモリモジュールはホスト管理モードであり、すべ

ての永続メモリモジュールでセキュリティが無効になっ

ています。

Disabled

永続メモリモジュールは UCS管理モードであり、すべ
ての永続メモリモジュールでセキュリティが有効になっ

ています。

ロック解除-凍結

永続メモリモジュールはホスト管理モードであり、すべ

ての永続メモリモジュールでセキュリティが有効になっ

ています。

有効、ロック済み

一部の永続メモリモジュールではセキュリティが有効に

なっており、残りのセキュリティは無効になっています。

混合状態

永続メモリモジュールセキュリティの BIOSサポート

次に、永続メモリモジュールセキュリティの BIOSサポートを説明します。

• BIOSは、サーバ内のすべての永続メモリモジュールに対して 1つのセキュアなパスフ
レーズをサポートしています。

•すべての永続メモリモジュールをロックするために、セキュアなパスフレーズがBIOSに
付属している場合は、永続メモリモジュールごとに次のことが行われます。

•永続メモリモジュールのセキュリティの有効化

•指定されたセキュアなパスフレーズを使用して永続メモリモジュールをロックしま
す。

すべての永続メモリモジュールがロックされると、サーバがリブートします。

•ホストOSが永続メモリモジュールを使用するには、サーバのリブート後に、BIOSによっ
て永続メモリモジュールがロック解除され、フリーズ状態になります。この状態では、ホ

スト OSを永続メモリモジュールを設定して使用できますが、永続メモリモジュールの
セキュリティパスフレーズを変更することはできません。各永続メモリモジュールの状

態がロック解除およびフリーズとして表示されます。

• BIOSは、目標の変更とセキュアなパスフレーズの変更操作を同時にはサポートしていま
せん。ただし、これらの操作は、その後に1つずつ実行できます。これらの操作を同時に
実行すると、障害が発生します。

永続メモリの概要
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Cisco UCS Managerを使用すると、目標の変更を実行したり、パスフレーズの変更操作を
同時に安全に実行したりすることができなくなります。

永続メモリサーバの動作

Secure Erase

安全消去機能を使用すると、特定の永続メモリモジュールの領域、名前スペース、セキュリ

ティを消去することができます。サーバ上の特定の永続メモリモジュールまたはすべての永続

メモリモジュールで、安全な消去を実行できます。セキュリティが無効になっている場合は、

安全消去機能がサポートされています。この場合、パスフレーズは必要ありません。

•一連の永続メモリモジュール:このオプションを使用して、1つ以上の永続メモリモジュー
ルの特定のセットに対して安全消去を実行できます。サーバがセキュアなパスフレーズを

使用して設定されている場合は、検証のためにセキュアなパスフレーズを指定する必要が

あります。この操作が完了すると、選択した永続メモリモジュールの領域内のデータが消

去され、これらの永続メモリモジュール上のすべての名前スペースが削除され、これらの

永続メモリモジュールでセキュリティが無効になります。

•サーバ上のすべての永続メモリモジュール:このオプションを使用して、サーバの永続メ
モリ設定で安全消去を実行できます。サーバがセキュアなパスフレーズを使用して設定さ

れている場合は、検証のためにセキュアなパスフレーズを指定する必要があります。この

操作が完了すると、サーバのすべての領域内データが消去され、サーバ上のすべての名前

スペースが削除され、サーバですべての永続メモリモジュールのセキュリティが無効にな

ります。

外部永続メモリモジュールのロック解除

セキュアなパスフレーズでロックされている永続メモリモジュールが、別のセキュアなパスフ

レーズでセキュリティが有効になっている異なるサーバに移動した場合、新しいサーバでは

ロックされたままになります。この永続メモリモジュールをロック解除して、新しいサーバで

使用できるようにする必要があります。展開されたセキュアなパスフレーズを使用してこの永

続メモリモジュールのロックを解除すると、新しいサーバのセキュアなパスフレーズ1個を使
用して保護されます。たとえば、サーバ 1からの永続メモリモジュール DIMM_A2がセキュ
アなパスフレーズ「A」でロックされている場合、サーバ 2に移動すると、サーバ 2の固定メ
モリモジュールとして識別されます。サーバ 2の永続メモリモジュールのセキュアなパスフ
レーズは「B」です。サーバ 2の永続メモリモジュールDIMM_A2を管理するには、セキュア
なパスフレーズ「A」を使用してモジュールのロックを解除する必要があります。永続メモリ
モジュールの DIMM_A2が正常にロック解除されると、サーバ 2のセキュアなパスフレーズ
(「B」)で保護されます。

永続メモリの概要
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永続メモリスクラブ
永続メモリスクラブを使用すると、サーバの永続メモリモジュールから永続メモリの設定と

データを削除することができます。

Cisco IMCでは、永続メモリモジュールを工場出荷時の初期状態にリセットすることにより、
永続メモリをスクラブできます。

Cisco UCS Managerでは、次の方法のいずれかを使用して永続メモリをスクラブできます。

•永続メモリスクラブオプション設定が [yes (はい)]に設定されたサービスプロファイルお
よびスクラブポリシーとの関連付け解除

•永続メモリスクラブオプションが [yes (はい)]に設定されたサーバでの工場出荷時のデ
フォルト動作へのリセットの実行

•ゴールの削除

永続的メモリスクラブが完了すると、次のことが発生します。

•すべての永続メモリデータが消去されます。

•永続メモリの設定はが工場出荷時のデフォルト設定にリセットされます。

Bシリーズおよび Cシリーズサーバの場合、100%のメモリモードが適用されます。Sシ
リーズサーバの場合、0%のメモリモードとアプリケーションのダイレクト非インター
リーブタイプがに適用されます。

•永続メモリモジュールのセキュリティが無効になっています。

永続メモリファームウェアの更新
永続メモリモジュールでは、ファームウェアが実行されています。このファームウェアは、ブ

レードおよびラックサーバ (BおよびC)バンドルにパッケージ化されています。ブレードおよ
びラックパッケージのバージョンがリリース 4.0 (4)以降のリリースに設定されていることを
確認します。

Cisco UCSManagerでは、サービスプロファイル内のファームウェアパッケージを使用して、
永続メモリファームウェアをアップグレードできます。そのためには、ホストファームウェ

アポリシーを定義して、これをサーバに関連付けられているサービスプロファイルにインク

ルードします。Cisco UCSManagerでホストファームウェアポリシーを定義する手順について
は、『CISCO Ucs Managerファームウェア管理ガイド』を参照してください。

Cisco UCS Host Update Utility (HUU)を使用して、スタンドアロン Cisco UCS Cシリーズおよび
Cisco UCS Sシリーズサーバの永続メモリファームウェアをアップグレードまたはダウング
レードすることができます。ファームウェアの更新手順については、『CiscoHostUpgradeUtility
User Guide』(M5サーバ用)』を参照してください。

永続メモリの概要
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Ciscoでは、サーバ上のすべての永続メモリモジュールが、同じかつ最新のファームウェア
バージョンを実行することを推奨しています。

Cisco UCS Managerの永続メモリポリシーおよびそのコ
ンポーネント

このセクションでは、永続メモリポリシー、そのコンポーネント、および Cisco UCS Manager
で設定するためのガイドラインについて説明します。

永続メモリポリシー Cisco UCS Manager
Cisco UCSManagerでは、永続メモリポリシーを使用して、永続メモリモジュールの使用方法
を設定できます。これには、目標と名前スペースが含まれています。

このポリシーはサービスプロファイルに組み込む必要があります。また。このポリシーを有効

にするには、サーバに関連付ける必要があります。各サービスプロファイルは1つの永続メモ
リポリシーを有することができ、1つの永続メモリポリシーを複数のサービスプロファイル
にマッピングできます。

永続メモリポリシーとそのコンポーネントの動作は、ポリシーがサーバによって参照されてい

るかどうかに基づいて決まります。ポリシーがどのサーバでも参照されていない場合は、すべ

ての操作 (作成、変更、削除)を制限なしで実行できます。ポリシーがサーバによって参照され
ている場合は、特定の制限が適用されます。たとえば、永続メモリポリシーがサーバによって

参照されている場合、設定された名前スペースは変更できません。

永続メモリポリシーとそのコンポーネントで実行できる操作の中には、破棄操作が含まれま

す。これらの操作で、作成された構造とデータが失われます。次のような永続メモリポリシー

とそのコンポーネントで実行できる操作には、データが喪失する可能性があります。

•目標の変更

•目標の削除

•名前スペースの削除

•サーバに関連付けられたサービスプロファイルでの永続メモリポリシーの置換

破棄操作を実行するには、サーバに新しい設定を明示的に適用する必要があります。永続メモ

リポリシーで [Force Configuration (設定の適用)]オプションを使用してこれを行うことができ
ます。破棄操作を実行するたびに、このオプションを選択する必要があります。

永続メモリポリシーコンポーネントの設定に関するガイドライン

永続メモリポリシーコンポーネントを設定するためのガイドラインを次に示します。

永続メモリの概要
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目標

含まれているサービスプロファイルがサーバに関連付けられていない場合、目標の作成、変

更、および削除は、エンドポイントの制限なしですべて実行できます。このような場合、ポリ

シーはサーバに適用されないため、データ損失は適用されません。

既存の永続メモリ設定を持つサーバでの目標の作成は、破棄操作です。ただし、既存の設定を

使用しない場合の目標の作成は破棄ではありません。

目標の変更は破棄操作です。目標が変更されると、変更された目標設定に基づいて新しい領域

と名前スペースが作成されます。これにより、関連付けられたサーバ上の既存のすべての領域

と名前スペースが削除され、その結果、名前スペースに現在保存されているデータが失われま

す。

目標を削除すると、関連付けられているサーバ上のすべての関連する領域と名前スペースが削

除されます。また、永続メモリモジュールもデフォルトの状態に戻ります。永続メモリモ

ジュールのデフォルト状態は、次のとおりです。

• UCS M5 Bシリーズおよび Cシリーズサーバ: 100%メモリモード

• UCSM5Sシリーズサーバ: 0%のメモリモードとアプリケーションダイレクトの非インター
リーブ永続メモリタイプ。

名前空間

名前スペースの作成、変更、および削除は、名前スペースを含む永続メモリポリシーがサーバ

によって参照されていない場合、エンドポイント制限なしですべて実行できます。このような

場合、ポリシーはサーバに適用されないため、データ損失は適用されません。

名前スペースを含む永続メモリポリシーがサーバによって参照されない場合にのみ、名前ス

ペースを変更できます。名前スペースを含む永続メモリポリシーがサーバによって参照されな

い場合、名前スペースの変更操作は許可されません。

名前スペースの削除は破棄操作であり、名前スペースと名前スペースに保存されたデータは失

われます。

ローカルセキュリティ

Cisco UCS Managerでは、永続メモリモジュールのローカルセキュリティポリシーを使用し
て、サーバのセキュアなパスフレーズを設定することができます。永続メモリポリシーのセ

キュアなパスフレーズが含まれており、サーバに適用されます。最初は、サーバ上のすべての

永続メモリモジュールのセキュリティ状態が [Disabled (無効)]に設定されています。セキュア
なパスフレーズを持つ永続メモリポリシーがサーバに適用されると、サーバ上のすべての永続

メモリモジュールのセキュリティ状態が [Enabled (有効)]に設定され、モジュールは指定され
た単一のセキュアなパスフレーズでロックされます。

確認のため現在展開されているセキュアなパスフレーズを正しく入力した後で、ローカルセ

キュリティ設定を変更できます。また、新しいセキュアなパスフレーズを設定することもでき

ます。

永続メモリの概要
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ローカルセキュリティ設定を削除できます。ローカルセキュリティ設定を削除すると、永続

メモリモジュールがロック解除され、永続メモリポリシーのセキュリティが無効になります。

外部永続メモリモジュールのロック解除

Cisco UCS Managerの外部永続メモリモジュールのロックを解除するには、次のワークフロー
を行います。

1. サーバの稼働を中止する。

2. 永続メモリモジュールを変更します。

3. サーバを再稼働します。

4. 永続メモリポリシーを使用せず、サーバをサーバプロファイルに関連付けます。

5. サーバの電源がオンになっている状態で、BIOSPOSTが完了していることを確認します。

6. 永続メモリインベントリで、永続メモリモジュールのセキュアなパスフレーズを提供す
ることによって、ロック解除する永続メモリモジュールを選択し、外部 DIMMのロック
解除操作を実行します。

7. ExecuteActions FSMが完了した後に、永続メモリモジュールがロック解除されていること
を確認します。永続メモリモジュールを使用する準備ができました。

8. 永続メモリポリシーを関連付けます。

9. FSMの関連付けが完了していることを確認します。

セキュリティに基づく外部永続メモリモジュールのロック解除

次のワークフローは、サーバのセキュリティ設定に基づいて、外部永続メモリモジュールの

ロックを解除する場合に適用されます。

セキュリティが無効な状態の場合:

•永続メモリポリシーの割り当てを解除すると、管理がホスト管理モードに変更されます。

•ロック解除操作の後、新しい永続ポリシーを割り当てると、システム内の既存の設定が上
書きされます。サーバに既存の領域または名前スペースがある場合、それらは削除されま

す。

セキュリティが有効になっている場合:

•サーバレベルのセキュリティが有効になっています。

•セキュリティが有効になっている永続メモリポリシーの割り当てを解除すると、管理がホ
スト管理モードに変更されます。

•外部永続メモリモジュールのロックを解除できます。その後、ロックされていない永続メ
モリモジュールにサーバレベルのセキュリティを適用する必要があります。

永続メモリの概要
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•ロック解除操作の後、新しい永続ポリシーを割り当てると、システム内の既存の設定が上
書きされます。サーバに既存の領域または名前スペースがある場合、それらは削除されま

す。
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